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関て想史う連らのわる　見の体究　　　　　　 崇

て基本が用貿にら論のい日きく展特か市なが農と当
い礎資不に易おな理後る本だあが質ら場国狭的な然
る構本均よ依けいを進こ資とら日は導狭内隆年る’
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あ握の展対を封れ資位問義る’本本さ論が再収津資
るが基の的導建て本置題ののぞ主主れ理’生と氏本゜

旧礎よ剰き制い主つが特でれ義義てが植産半は主
以講構り余’のる義けあ殊あがに一一い発民軌隷’義
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津論の激産場もし的にれ世津易半い問機へく労大構
氏の視化方でとて構よ’界氏依封て題をのり役郎造
の誤点を法のづ日造つ世市は存建存が全衝だに教を
日謬八もを激く本のて界場さ度性在あく動しも授ど
本を頁た不烈不資な’市とらをのする欠を’とのの
貿克）ら可な均本か世場のに現存るとい必かつ見よ
易服つす避競等主に界に連’出続農さた然くく解う
政しま一的争発義も市お関山せに業れ不なし低1に
灘昌第雛鵬を饗蝦麸燵巨靴て墓離
想ご本董のん激いまお日切授たて業本なめ消とにす
史ろ資早とだ化てなけ本りのととの資再る費のおる
研で本第し機がはけ』る資離見考‘く不本生1財相けか
究な主二’械高一れ競本さ解え’に均主産はの互るが
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の二るめ　もゆ戦の役そか評頁意鉄こ鉄す却工る正
生七゜ぐつつえ後未割のも価％見鋼と材るで業機に

策慌即と解の六過状てる補いしし機てはLつ生製る

・ 理の価争る関なおとば頼す津質品し率出ら確者を
資を背解に己税かい言’つな氏的輸たのし’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立なお
　　　　　　　　　　　　　　　　゜引て全しらご本通景禁つ（改でてい一てわはに入
のじは論い一正独すう九．おち一か関し上’国てびな
過てつをて八は占らる二り「九な税かげ鉄鉄はにつ
剰強ぎめみ一’組す゜六’日二りはしが鋼工い鉄た
を化のぐよ頁力織でし年真本六引鉄一輸の業た材゜
生さよるう）ルのにかのに鉄年上鋼九入み組け輸こ
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性っお日は階依を一・器税をげ一輸し鉄
格てこ本保に存つ七具改減に関入た鋼
をいな鉄護は度ぎ五生正少は税依゜を
同るっ鋼育ながの1産にせ反改存機原
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にれりそなた㌧しに一のてるた関脱具す
　　、　　　　　　　　　　 o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

ら相てしわ性せ　て連方書とあそる準行積金るにこ
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の難い国ゆこのしおでら極L反融助よ面禁のつと
そ動でた際えと日いいあよ面：対資のつを即でてな

黍進力’つきけ性
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歴会れに一とて義反準゜大り一
史のたつ金を一の対之こ阪向挙
的基梅い融代金脆し助れ両けに
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摘の究を極の論い井禁本所図こ
し関の本面でとす上即ののすと
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てでた価わ義なのし
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お固解すの　た減税たいそすすそよにて　心鉄う
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でな’属価日Q切綿・に高立年平ま益非よ年
あ平自性切本　下製銀め場恐価一を難る恐
る価己の下商　げ品価るを慌解つ農は金慌
と切のゆ説工　をの暴に代に禁の民’解が
さ下利えを会　要輸落い弁よに側一恐禁進
れげ益に排議　求出とたしつた面般慌政展
てをと金撃所　し激関つてていにのに策し
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　がるのあ一家の接本握つ機に国部さた「をに国い
つ大い金る七独で介位してのは家にれ国金直なのる
ぎきは輸い頁占あ入制な生深間独おて際解接っ追゜
にい’出は’Y資つをかけず化題占一けい的禁破た随だ
鉄゜日再視　本た可られるがが資るる契実綻と政が
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い占際てだ金を力り資必’　　　　　　　　　　　　らる本（再へてでス
て資に　と輸緩の金本要資の視主二禁の今あタ
示本おささ出和経輸主と本み点義一止反度るレ
唆主いまれ再せ済出義し主説’を七へ転はこり
す義てざて禁ん過再の’義明し資頁のに金とン
るの’まい止と程禁本そ体すた本）反つ解がグ
と本梅のるはすへ止質れ制るが主と転い禁明地
こ質津立（’るのはをにの視つ義指もて政ら域
ろあ氏場二国も直金把よ危点て内摘まは策か諸
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よ鉄わの・関二　　　　　　　る・し関六業と機戸図ンををのし大よる関ち関機税二銑たで頁としに明しド反提主て恐つ

　　　　　　　　　　　者占し発たをてた入関進織・企据れ正作反二税そた
　　　　　　　　　　　諜函壱耀蘇醜讐義業置わの業対二引れ銑
にをれ意者連七きは鋼
た知は義の盟頁上金協　てに家てでし’当共申てた

方関のわ行業単よ題　を護そげ頁企のる銑る○売
針税よらな組独るにま反ののに￥業主両鉄が年カー

いつ一に反も。げ輸議
すた九つ対反　に出会
る゜二いに対大直再は
保政六ても決阪面禁関
護府年つか議鉄す止税
でののぎかを工るに問

のたの鉄あて銑廉同請い市
国い保鋼る財鉄売hししっ販
民し護関（閥共にてたた銑Y
のてに税二系同か一の一鉄
立’よ引ニー組ん印で九の
場保り上四貫合す度あ三販

さスけそそ出経のれを中　通は閥資能電わす技のあ
らトるののを済増どと心つじ国資本で気れる術方つ
にツともか強新加もつをぎて家本おあ炉た保的針た
綿プこのぎ行報に’たなに把独のよっをこ護後の゜
業にうがりす％比そこし綿握占保びた使とが進一一
リよに’にる　例のとた業さ資護共゜用に’性大九
ンつあ価おたこす製に綿リれ本に販i　　　　　　　　　　　　　　　　　すほ世の転三クてつ値いめのる品対業ンう主む組i　　　　　　　　　　　　　　　　　るか界ゆ換二制可た関てに批こ輸しリクる義か織す単な恐えを年
は能の係はは判と出てン制こ移つかな独ら慌に意の
数とでの正価嫉がに’ク論と行たらわ製なの国味銑
量なあ悪し格　　　　　　　でよ綿制争を期diはち鋼い進際し鉄
リっり化いを沈きつ製にに明に＿ず’資゜展的た関
ンた’にけ引滞なて品たつらお二さ国本二の劣゜税
クの労よれ下期い獲輸いいかけ二れ家を重な位そ引
制で働るどげに’得出してにる九た権犠のかにれ上
おあ者輸もなあとさのてみさ特1商力牲保であはげ
よるの出’けるのれ数はよれ質三業はに護二っ’は
び＿無強数れ世批る量’うてが○資’供は重た元’
個二権行量ば界判外的そ゜いよ頁本非す明の鉄来ま
人三利をりな市が貨増れ輸るく）の財るら要鋼貧さ
リ七状制ンら場な獲加が出の鉄か犠閥こか請一弱し
ン1態度クなにさ得は数入で鋼く牲系とにと貫なく
ク＿お的制かたれ額疑量リあ関しにのに平な企原か
制…ヨよにのついたはいリンる税てお中よ炉つ業料か
讐葦縫縫撫蜜篇幽゜鰹識藷毒廷懸
　Q　　　　　　　　　　　　　　、
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梅津和郎著「日本の貿易思想」

　妥しくでいだめ思み究
　当た立あはけて想たを
奪裳黎學覧撰讐言劣雰強
ネ雄の⊃こ政どま研で占
沓窪蓋亘譲藷憲葱窓蓉罐

和る連1とも’　　　　　　　にて研独
三とに一らき現指す究占
八いお貿れわ在摘ぐは段
年えい易ためのしれ’　　　　　　　　　　階
モ哩1 考薯肇毒票鷺嘉奮あ職

B°察思1唆にいの時前
六、す想一すおたで期）
版る嫉現るけよあにの
÷

四

喜

L 　実とるうるお時
会そをこ貿にこけ期
二れ変ろ易’　　　　　　とるに
喜を革が政たは貿か
　生し多策だあ易ぎ
1みていあそら政つ
のだいのるれた策て

智
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